質疑応答 by unknown
質疑応答司会お二人の先生、ご講演どうもありがとうございました。
引き続き、質疑応答に入りたいと思います。お二人のお話をお聞きになり、ご質問・ご意見等何かございましたらお願いいたします。質問者旧制旅順高等学校の寮歌に「北帰行」という歌がありますが、この歌の第三小節目に建大が出てきますね。「北帰行」は宇田博さんが作曲・作詞をされた。私は、宇田さんと「北帰行」のことについて書かれた豊川市医師会の『豊川医報』のコピーを、先ほど桑原先生 さしあげました。宮沢先生にも後でさしあげます。ここ 、この作詞者は異端の学生といいますか、校則に従わなくて建大を放校されたとあります。 作調は旧制旅順高校から放校処分を受けて退学して国へ帰る時にその心境を歌ったものだそうですが、建大にも在校して建大からも放校されたというんです。小学校、中学校、高校 大学と七回放校（転校もあるでしょうけれども）されたという異端 学生だったということ が、「北帰行」についてはどう思われますか。桑原私が入学したときは、字国さんはすでに建大を見限って退学されていました。この会場に建大時代同期 だっ 方















た。残りのうち一割ぐらい満洲から来た学生がおり、私のクラスには平松輝治ともう一人、杉原品という男がおりました。そのほか上の学年にも何人かいたと思います。下の学年には満洲師道大学とか新京法政大学出身者が居りましたし、ハルビン学院大学から来た学生もたくさんおり した。非常にこれらのように 生 雑多でございますが、実を言いますと大阪落城 時の落ち武者の集団のようなもので、酒ばかり飲んでちっとも勉強しない 生が多かったです。しかし、この愛知大学には確 に建国大学の血が流れておりますから、どうぞ の学校 姉妹校だと思って大事にしてください。こ にいる皆さまに お願いいたします。司会ありがとうございました。ざいますか。
その他にご意見、ご質問等ご
質問者先ほどからいろいろいいお話を聞かせていただきました。ちょっとお聞きしたかったのは、農業実習や軍事教練なんかもあったようですが、農業の実習が行なわれていた いうことで、日本の国内では安岡正泰先生が段士学校といのを作って、これは農村の長男を集めてやるということで私の今住んでいる埼玉県のすぐ近くにあるんですが そこで農士学校というのをやっておられました。農士学校 も実習をやっておられたので、安岡先生の思想 影響という
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のが建大のほうに伝わっていたのかいなかったのかをお聞きしたいのと、もう一点は先ほど中山優先生のお話が出ましたが、中山優先生というの 私の父親の一期先輩で、暗一嘩仲間のようなこ で非常に親しく家族ぐるみで付き合っていたので、あの先生がどの程度にお付き合いになっていたのか。中山優先生の本をちょっと読んでみたんですが、建大の内容は全然知らないというようなことを言っておられますので、果たして教授なり何なり いう肩書きをもらってやっておられ のか あるいはただ石原莞爾将軍との関係だけで名前が出てきたのか、そこらあたりがもしお分かりでしたら教え だ いと思います。宮沢農業訓練につきましては、安岡正篤氏との関連は確認していませんが、建大の農業訓練 責任者であっ 藤田松二氏は加藤莞治の高弟でした。宮城農学寮にい 時に石原莞爾と知りあい、建大に呼ばれたと聞い います。藤田氏は京都帝大農学部の出身で、そこから後輩が何人か建大に員として赴任して ます。藤田氏は敗戦直後に長春で死亡しまして、死亡原因には諸説ありますが、その めに彼思想的なことの詳細は分かっていません。ですから安岡正篤氏との思想的な繋が についてはお答え きません。中山健氏につきましては、建大には教授として赴任していました。本日は話を端折りましたが、初期 建大には、外国人の教授を揃えるという政策によっ 招鴨した三人の外国人教授がおりました。その内二人は中国人で、朝鮮 ら三・一独立運動の時 独立宣言文を起草 た崖南善教授が



























































l•l): ,I/段J~念骨I VOL 14 32 
.-. 
－牛・
4司｝
－－一
.. 
，』
ト・、
S1j
a
-- 
F－－－・・・・・20・ベ叫
l、
